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地
元
雇
用
の
人
材
確
保
に

口
丹
波
の
企
業
が
ア
ピ
ー
ル

| 

も
の
づ
く
り
産
業
就
業
フ
ェ
ア
|

　
5
月
26
日
、
口
丹
波
地
域
で
操
業
す

る
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
す
る
「
も

の
づ
く
り
産
業
就
業
フ
ェ
ア
」
が
府
立

口
丹
波
勤
労
者
福
祉
会
館
（
八
木
町
西

田
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
府
南
丹
広
域
振
興
局
が
企
画
し
、
初

め
て
開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ア
は
、
23
社

の
出
展
企
業
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
置
。

学
校
の
就
職
指
導
者
や
就
職
活
動
中
の

学
生
ら
が
、
優
れ
た
技
術
や
製
品
の
内

容
や
、
雇
用
計
画
な
ど
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲４月から明治国際医療大学に名称を変更▲地域福祉について講演をされる岡崎教授

▲日吉ダムマラソンでランナーをサポートする学生ら

▲企業の担当者から説明を受ける参加者

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
東
洋
医
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
地
域
の
医
療
に
貢
献

| 

明
治
国
際
医
療
大
学
ス
タ
ー
ト
|

　
お
よ
そ
８
０
０
人
が
学
ぶ
明
治
鍼
灸

大
学
（
日
吉
町
保
野
田
）
が
今
年
４
月

か
ら
「
明
治
国
際
医
療
大
学
」
に
大
学

名
を
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
は
、
昭
和
53
年
に
明
治
鍼
灸

短
期
大
学
と
し
て
開
設
。
昭
和
62
年
に

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に

協
力
し
て
活
動
を
行
う

| 

南
丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
|

　
５
月
27
日
、
南
丹
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
総
会
が
市
国
際
交
流
会
館
で
開

か
れ
、
民
生
児
童
委
員
96
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
総
会
で
は
中
川
晃
会
長
が

「
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
協
力
を
し
て
活
動
を
行
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
佛
教
大
学
社
会
福
祉

学
部
の
岡
崎
祐
司
教
授
に
よ
る
「
地
域

福
祉
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、民
生
児
童
委
員
と
し
て
の
市
民
と

の
関
わ
り
方
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
医
歯
学
部
以
外
で
は
日
本
初
の
大

学
附
属
病
院
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
創

立
30
周
年
を
機
に
、
東
洋
医
学
に
関
し

て
国
際
的
に
も
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
大
学
名
を

新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
、
鍼
灸
、
柔
道
整
復
分
野
で
は

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
ケ
ア
に
必
要
な
資
格
の
取
得
を
目

指
す
学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
大
学

の
特
長
を
生
か
し
日
吉
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
が
ス
ポ

ー
ツ
ケ
ア
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
け
が
予

防
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
指
導
や
競
技

後
の
疲
労
炎
症
へ
の
ア
イ
シ
ン
グ
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
教
育
研
究
機
関
の
役
割
と
と

も
に
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
う
活
動
を

展
開
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
伸
び
伸
び
と

体
を
動
か
し
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

　

 

| 

障
害
者
ふ
れ
あ
い
広
場
|

　
５
月
18
日
「
第
42
回
障
害
者
ふ
れ
あ

い
広
場
」
が
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

（
京
丹
波
町
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
促

し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
大
会
に
、
南
丹
市
か
ら
は
お

よ
そ
１
４
０
人
が
参
加
。
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
投
げ
や
大
玉
転
が
し
、
玉
入

れ
な
ど
、
参
加
者
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

伸
び
伸
び
と
体
を
動
か
し
て
競
技
を
楽

し
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
南
丹
市
・
京

丹
波
町
の
合
同
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続
い

て
優
勝
し
ま
し
た
。

地
域
の
特
徴
や
特
性
を
生
か
し
て

商
工
会
員
を
支
援
し
て
い
く

　
５
月
26
日
、
南
丹
市
商
工
会
通
常
総

代
会
が
市
役
所
八
木
支
所
の
文
化
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
南
丹
市
商
工
会
は
今
年
４
月
１
日
に

発
足
さ
れ
、
今
回
が
発
足
後
、
初
の
総

代
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
武
田
晏
和
会
長
が
「
地
域
経

済
の
厳
し
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
地
域

の
特
徴
や
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
会

員
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
今
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
南
丹
市
商

工
会
と
し
て
の
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

環
境
に
優
し
い
循
環
型
農
業
で

安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産

　
５
月
29
日
、
美
山
有
機
農
業
推
進
協

議
会
設
立
総
会
が
市
役
所
美
山
支
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
自
然
環
境
豊
か
な
美

山
町
か
ら
有
機
農
業
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産

を
展
開
す
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
市
原
秀
一
代
表
が
「
化
学

肥
料
な
ど
を
使
わ
な
い
で
、
環
境
に
優

し
い
〝
循
環
型
農
業
〞
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
協
議
会

設
立
の
規
約
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

▲有機農業の取り組みを進める協議会が設立

14

▲総代にあいさつをされる武田会長

▲輪をめがけてフライングディスクを投げる参加者

地
域
づ
く
り
を
担
う
方
々
に

事
業
や
施
策
を
説
明

| 

出
前
講
座
を
開
催
|

　
５
月
26
日
、
南
丹
市
地
域
づ
く
り
出

前
講
座
を
美
山
町
安
掛
集
落
セ
ン
タ
ー

で
行
い
、
安
掛
婦
人
部
と
生
活
部
の
22

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

南
丹
市
に
お
け
る
ご
み
処
理
の
現
状
や

処
理
方
法
に
つ
い
て
市
役
所
や
船
井
郡

衛
生
管
理
組
合
の
担
当
者
か
ら
説
明
。

ご
み
の
分
別
や
減
量
の
必
要
性
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
申
し

込
み
に
応
じ
て
地
域
に
出
向
き
、
市
の

事
業
や
施
策
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

▲市の担当者らがごみ処理の現状や処理方法を説明

| 

美
山
有
機
農
業
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　設
立
総
会
|

| 

第
一
回

　南
丹
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　通
常
総
代
会
|


